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Ouverture de Fête by Jacques Ibert in the Concert in celebration of the 2600th 
Anniversary of the Founding of the Japanese Empire :
The process leading up to receive its first performance
安　田　文　野
YASUDA  Ayano
“The Concert in celebration of the 2600th anniversary of the founding of the Japanese 
Empire” was held in Tokyo and Osaka in December 1940, when many events were held to 
celebrate this anniversary, and this concert was one of these events.
At this concert, the new works from Germany, Italy, France and Hungary, were premiered. 
These works were commissioned by the Society for Celebration of the 2600th Anniversary of 
the Founding of the Japanese Empire. 
This paper tries to reveal the aspects of the communications between Japan and France 
before the French Government has officially decided to offer “Ouverture de Fête ” by Jacques 
Ibert to this Society, by using the documents kept in the archives of French Ministry of Foreign 
Affairs.
1．はじめに
　太平洋戦争が勃発するちょうど 1 年前の 1940 年 12 月、〈紀元二千六百年奉祝楽曲発表演奏会〉
が東京と大阪で 6 回にわたり開催された 1。1940 年は、初代天皇とされる神武天皇の即位から紀元





イツの 4 カ国から提供された下記の 4 曲の初演が行われた 2。
ジャック・イベール Jacques Ibert（1890 ‐ 1962）：〈祝典序曲〉
ヴェレシュ・シャーンドル Veress Sándor（1907 ‐ 1992）：交響曲
イルデブランド・ピツェッティ Ildebrando Pizzetti（1880 ‐ 1968）：交響曲イ長調
リヒャルト・シュトラウス Richard Strauss（1864 ‐ 1949）：〈祝典音楽〉3
111
　これらの楽曲は、主催者である紀元二千六百年奉祝会 4 が外務省を通して、イギリス、アメリカ





ドイツ、イタリア、イギリスは作曲者への謝礼を求めたため、協会は R. シュトラウスに 1 万円邦貨を、I. 



































　このようにして計画は進められていたが、1937 年 7 月に日中戦争が勃発すると、その影響が奉
祝事業にも及ぶ。なかでも万国博覧会とオリンピックに関して、当初政府はこれらを基本的に開催
すると述べていた。しかし博覧会会場や競技場建設用の資材調達の目処がつかなかったことや、戦
時体制下であることを国民に認識させるといった理由から、1938 年 7 月 15 日の閣議でその延期お
よび返上を決定する。そのため紀元二千六百年奉祝会は、「國際交勸ノ行事トシテ、特ニ外國人ノ來
訪等ナクシテ時局下ニ於テ可能且ツ適切ナル事項ニシテ専ラ其ノ實ヲ擧グルノ計畫ヲ考慮スルコト








































う目的のため、2 月から 3 月にかけて日本軍は仏印沿岸から 200 キロほどしか離れていない海南島
や南沙群島一帯の攻略を行っている 22。7 月にイギリスが対日譲歩を決めると、フランスも対日融
和に本腰を入れ始め、第二次世界大戦開始時には日本に対し国交調整を打診しているが、しかし同
年 12 月半ばに日仏交渉はまたしても暗礁に乗り上げ、12 月末には日本軍が仏領インドシナから中
国にかけて敷かれた雲南鉄道を中国領内で爆撃したことで、両国関係は再び険悪化した 23。この爆
撃は 1940 年 2 月にも行われ、誤爆によってフランス人が亡くなる事態も発生している 24。
　この時期の記事には、双方の印象悪化を指摘する文言が散見できた。例えば『あみ・ど・ぱり』
1938 年第 9 号では、日仏同志会の幹事を務めていた森新一が、「パリの大衆は極度に反日的で、日
本人は徒らに武力を用ひて、善良にして無辜な弱い支那人を厭迫する侵略者なりと讒謗するのが普
通であるさうだ 25」、「東京の日刊紙上に現はれた一般論調なども、決してフランスに好感的なもの










いだすことができる。日本に関する書類（417QO/595：JAPON  Dossier général – Affaires diverses 
Conférences – Expositions – Librairie – Musique et Théâtre. Livres et Revues.）には、本演奏会に関
連する、【表 1】に示した 15 通の書簡が収められている。
【表 1】フランス外交史料館に収められている 15 通の書簡
年 日付 差出人 宛先












7 月 7 日
Ministère	des	affaires	Étrangères










































D i rec t ion 	 des 	 A f fa i res 	 Po l i t iques 	 &	
Commerciales	
Ministère	des	Affaires	Étrangères
2 月 16 日 2月 16 日付の書簡のコピー















D i rec t ion 	 des 	 A f fa i res 	 Po l i t iques 	 &	
Commerciales	
Ministère	des	Affaires	Étrangères
5 月 7 日 Jean	Marx Ambassade	du	Japon	à	Paris
5 月 7 日 Ambassade	Impériale	du	Japon Ministère	des	Affaires	Étrangères,	Quai	d'Orsay,	Paris
　これらの書簡は、【表 1】の太線で示したように、大まかに 3 つの時期に区分できる。第一は、作
品委嘱の話が宮崎駐仏大使から仏国外務省文化事業部を通して仏国文部大臣に伝えられる、1939 年
6 月から 7 月までである。第二は、仏国外務省文化事業部に作曲家の候補としてイベールの名前が
伝えられてから、紀元二千六百年奉祝会がイベールに委嘱することを決定した、1939 年 11 月から




年 6 月 30 日付のものである 28。ここには、奉祝楽曲を依頼する旨が具体的に記されている。この
書簡が正式な依頼であったのかどうかを、これのみで判断することは難しい。しかし宮崎大使がマ




















　複数楽章を含むことのできる最初の 3 つの楽曲に関しては、それぞれの楽章の長さは 15 分
から 20 分までに定めます。他の楽曲については、予定される長さは長くとも 40 分です。











「日本国民に対する友好的なメッセージ 32」や「我々 2 カ国の国民を繋げる、いわば友好のシンボル
になりうる 33」ものと評している。さらに宮崎は、「徳川公爵と同様に、私自身もこの心のこもった








　この依頼を受けたマルクス氏は、1939 年 7 月 4 日付で仏国外務省アジア・オセアニア局に、日
本大使が提案した 2 つの依頼の受け止め方を尋ねる通達を出した 35。これに対する返答が 7 月 7 日
付の書簡で、そこには「アジア局は文化事業部に、これら 2 つの要望が好意的に受け入れられるこ








る。『紀元二千六百年祝典記録』に掲載された 8 月 10 日付の宮崎大使から有田外務大臣への書簡には、
「佛國外務省文化事業部長ニ斡旋方依賴シ置キタル所同部長ヨリ七月一七日附書翰ヲ以テ文部大臣宛
好意的斡旋方依賴セル旨通知アリタル」と記されている 38。また 7 月 18 日付の書簡で、宮崎大使
はマルクス氏に対して感謝の意を表した 39。
4 － 2．作曲家がイベールに決定するまで
　作品委嘱の話はこのような経緯を経て、仏国の文部省へと伝えられた。こののち 7 月から 11 月
までの間に、この作品委嘱の話は文部省内でなんらかの形で検討され、その詳細はフランス芸術事
業協会へ託されたようである 40。11 月 13 日付でフランス芸術事業協会が文化事業部に宛てた書簡
の冒頭には、文化事業部が徳川公爵の要望を伝えた 7 月 17 日付の書簡を、文部省がフランス芸術
事業協会に伝えたことが記されている 41。さらにこの書簡には、フランス芸術事業協会がジャック・
イベールに作曲を受諾するか否かを問うこと、イベールが適当と判断するだけの手当を負担する意
思があることが明記されている 42。この 2 日後の 11 月 15 日付の書簡で、外務省文化事業部は東京
の駐日フランス大使に宛て、芸術局長がイベールに作曲を引き受けるか尋ねることを伝えた 43。
　その後 11 月から 12 月にかけて、日本国内では駐日フランス大使館と紀元二千六百年奉祝会の間
で、作曲家に関する交渉が行われたようである。『紀元二千六百年祝典記録』に記された、日本帝国
外務省文化事業部三谷隆信部長が紀元二千六百年奉祝会会長の近衛文麿へ宛てた 12 月 22 日付の書
簡では、「本件ニ關シ今般在京佛國大使館『フアン』参事官當省ヲ來訪同國トシテハ作曲家『ジヤツ
ク・イベール』ヲ推薦シ度キ處右ニ關スル本邦側ノ意向承知致度キ旨」申し出があったとされてい
る 44。これに対して近衛会長は、12 月 28 日付の文書で三谷文化事業部長に対し、「佛國政府推薦ノ
『ジヤツク・イベール』氏ニ作曲方依嘱相成度」と申し伝えた 45。フランス外交史料館に保管されて
いた 1 月 4 日付の電報には、「ジャック・イベール氏の名前は、感謝とともに承諾された 46」と記載
されている 47。すなわち、この電報で、紀元二千六百年奉祝会の返答が本国へ伝えられたのであろう。
4 － 3．駐仏日本国大使が〈祝典序曲〉を受領するまで
　2 月 16 日付の書簡では、フランス芸術事業協会が外務省文化事業部に、イベールが作品を作曲す
ることを承諾したと伝えている 48。つまり、イベールへの正式な依頼は、1 月に日本からの返答があっ
た後に行われたと考えられる。この書簡には作曲される作品の形式、演奏時間、完成時期も記され
ており、これらを駐仏日本国大使に伝えることも依頼している。これを受けたマルクス氏は 2 月 29
日付の書簡で駐仏日本大使館に上記の内容を伝え、大使館は 3 月 2 日付の書簡で、フランスの外務




依頼するために」、イベールに対して 5000 フランの作曲料の支払いを決定している 49。
　イベールは 1940 年 3 月から 4 月にかけて、〈祝典序曲〉をローマで作曲した。完成した作品はフ
ランス芸術事業協会へと渡ったようである。その具体的な時期は不明であるが、少なくとも作品は、
1940 年 5 月 6 日付の書簡とともにフランス芸術事業協会から仏国外務省文化事業部へ送られ、そ
して翌日の 5 月 7 日付で、仏国外務省文化事業部から在仏日本大使館へ、こちらも書簡とともに届
けられた。この 5 月 6 日の書簡には、「もしこの作品を徳川公爵にフランス芸術事業協会の代理で
手渡していただけるなら幸いです 50」と、5 月 7 日付の書簡には、「文部省とフランス芸術事業協会
は日本国政府にこの作品を贈ることができて幸いです 51」と記されている。また、『紀元二千六百年
祝典記録』に掲載された、1940 年 5 月 8 日付の澤田廉三在仏特命全権大使から有田八郎外務大臣
への書簡にも、「樂曲ハ外務省文化事業部長『マルクス』氏ノ斡旋ノ結果文部省竝ビニ Association 








　その結果、宮崎駐仏大使が仏国外務省文化事業部にこの委嘱を伝えた 1939 年 6 月の書簡以降に
委嘱をめぐり、日仏間、もしくはフランス側で行われたやり取りの一端が明らかになった。日仏間
においては少なくとも、委嘱を依頼した 1939 年 6 月、仏国外務省文化事業部が文部大臣に委嘱の
斡旋を行なった同年 7 月、フランスが作曲家を推薦した同年 12 月、フランス芸術協会が作品の完
成時期などを通達した 1940 年 2 月、フランスが作品を提供した同年 5 月にやり取りが行われた。
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吹奏楽団の 6 つの楽団から選抜されたメンバー 165 名によって、この演奏会のため編成された交響楽団。
3  ここでは、演奏会開催時のプログラムに記載された表記を用いた。なおニューグローヴ世界音楽大事典には、R．シュトラウス
の〈祝典音楽〉は、〈日本の皇紀 2600 年祭のための祝典音楽〉と表記されている。













6  JACAR：Ref. A10110017600、第 147 画像目、「紀元二千六百年祝典記録」第 11 冊（国立公文書館）。なお、実際に作曲者に
謝礼金が支払われたかについては、諸説言われている。
7  『紀元二千六百年祝典記録』は、祝典の重要性、特殊性に鑑み、その正確で詳密な記録を編纂し後世に残すために、内閣紀元
















12  外務省外交資料館：L.3.4.0.7-2、「帝国祝典関係雑件紀元（二千六百年祝典関係）」第 10 巻 。なお、古川はこの宣伝方策大綱
が直ちに十分に実施されたわけではなく、紀元二千六百年奉祝会が各種展覧会や講演会などでこの趣旨に沿った宣伝活動を行
なったのは、1938 年 2 月以降のことであったと指摘している（古川　1998，115）。
13  古川　1990，261。




144 画像目、「紀元二千六百年祝典記録」第 11 冊（国立公文書館））。一方で『音楽評論』に掲載された中澤巠夫の記事中には、
「昨年二月頃、国際文化振興会の黒田伯爵や青木氏、放送局の賴母木氏、太田氏、外務省の市河氏等と私共と相談した結果（中
澤　1940，63）」と、参加者に黒田清の名前が見受けられる。さらにこの企画の発案者も黒田清だったと言われていることか
ら（増井，三善，後藤　1975，78）、2 月 8 日の会議には黒田も参加していた可能性が高い。
16  JACAR：Ref. A10110017600、第 144 画像目、「紀元二千六百年祝典記録」第 11 冊（国立公文書館）。
17 『紀元二千六百年祝典記録』では、この書簡の日付は本文中では 3 月 3 日付となっており、書簡の文面が記された注の部分で
は 3 月 24 日付となっている。ここでは本文の記述に沿って 3 月 3 日づけとした。
18  例えば楽曲の形式については交響曲、交響詩曲、交響組曲、序曲、行進曲から選ぶこと、経費、すなわち作曲料については交
響曲、交響組曲、交響詩曲には 1 万円以内、序曲には 5 千円以内、行進曲に 2 千円以内を必要ある場合に負担する用意がある
こと、さらには演奏時間や楽曲数などの要望も明記されている（同資料，148―149 画像目）。
19  同資料，148 画像目。


















27  朝日新聞　1938 年 7 月 7 日。
28  ジャン・マルクス Jean Marx は当時仏国外務省文化事業部部長を務めていた人物である。この書簡の書き出しは “Monsieur le 
Ministre” となっているが、書簡 1 枚目の左下に “Monsieur le Ministre Jean Marx, Chef du Service des Oeuvres françaises à l’
étranger, Ministère des Affaires Etrangères, Paris” と記載のあること、『紀元二千六百年祝典記録』でマルクスの斡旋について
言及されていることから、この書簡が宮崎からマルクス宛のものであると判断した。
29  “Pour répondre aux désirs que je m’étais permis de vous exprimer le 30 du mois écoulé (AMAE 417QO/595, De K. Miyazaki à J. 
Marx, le 18 juillet 1939) ”
30  『紀元二千六百年祝典記録』に掲載された 1940 年 5 月 8 日付の澤田廉三在仏特命全権大使から有田八郎外務大臣への書簡には、
「樂曲ハ外務省文化事業部長『マルクス』氏ノ斡旋ノ結果文部省竝ビニ Association Francaise d’Action Artistique ヨリノ寄贈ト




31  “Le Prince Tokugawa, président de l’Association qui a été constituée pour commémorer, l’an prochain, le 2.600ème anniver-
saire de la fondation de l’Empire, vient de m’exprimer le vœu suivant : il serait heureux, à cette occasion, que les peuples des 
pays amis (notamment la France, la Grande-Bretagne, les Etats-Unis, l’Allemagne, l’Italie et la Hongrie) adressent, sous forme d’
un morceau de musique, un message de sympathie au peuple japonais. 
  Ce morceau, qui devrait être pour ainsi dire le symbole de l’amitié qui unit nos deux peuples, devrait être dû au talent d’un des 
artistes français les plus qualifiés et comporter un morceau d’orchestre (avec ou sans chœur), à choisir parmi les compositions 
suivantes :  
a)  symphonie
b)  poème symphonique
c)  suite symphonique
d)  ouverture
e)  marche
     En ce qui concerne les trois premières partitions qui peuvent comporter plusieurs mouvements, la durée de l’exécution a été 
fixée à 15-20 minutes pour chacun d’eux ; pour les autres, la durée prévue est de 40 minutes au maximum.
     Le morceau devrait parvenir à Tokio avant le mois de mai 1940. Quant aux droits d’auteur pour le Japon, la Société demande 
qu’ils lui soient réservés.
     L’Association japonaise serait infiniment honorée si l’artiste qui voudra bien se charger de la composition de cette adresse de 
sympathie consentît à lui faire présent de son œuvre. Cependant, comme le Prince Tokugawa attache surtout un grand prix à 
ce que le compositeur en question soit un artiste de talent, je vous serais vivement reconnaissant de bien vouloir me fixer les 
conditions auxquelles il accepterait de se faire l’interprète des sentiments du peuple français à l’égard du peuple japonais.
     Je suis persuadé ―comme le Prince Tokugawa―que cette manifestation cordiale ne peut que contribuer à resserrer les rela-
tions entre nos deux pays. Je serais d’ailleurs très heureux de connaître votre sentiment à ce sujet (AMAE 417QO/595, De K. 
Miyazaki à J. Marx, le 30 juin 1939).”
32  “un message de sympathie au peuple japonais  (AMAE 417QO/595, De K. Miyazaki à J. Marx, le 30 juin 1939) ”
33  “Ce morceau, qui devrait être pour ainsi dire le symbole de l’amitié qui unit nos deux peuples  (AMAE 417QO/595, De K. Mi-
yazaki à J. Marx, le 30 juin 1939)”
34  “Je suis persuadé – comme le Prince Tokugawa – que cette manifestation cordiale ne peut que contribuer à resserrer les rela-
tions entre nos deux pays  (AMAE 417QO/595, De K. Miyazaki à J. Marx, le 30 juin 1939).”
35  この書簡の宛先は、アジア局 Direction d’Asie となっている。しかしこれへの返答にあたる 7 月 7 日付の書簡の用紙がフラン
ス外務省政務通商局 Ministère des affaires Étrangères Direction de Affaires politiques et commerciales のものであったこと、
アジア・オセアニア ASIE OCEANIE という印が押されていたことから、この書簡の宛先もフランス外務省政務通商局アジア・
オセアニア局であると判断した。
36  “La Sous-Direction d’Asie a l’honneur de faire savoir au Service des Oeuvres qu’elle ne voit pas d’objection à ce que ces deux 
requêtes reçoivent un accueil favorable (AMAE 417QO/595, NOTE pour le Service des œuvres Section Littéraire et Artistique, 
le 7 juillet 1939).”
37  “J’ai l’honneur de vous prier de bien vouloir étufier avec bienveillance la possibilité de donner satisfaction au souhait ex-
primé par le Prince TOKUGAWA ( 原文ママ ) (AMAE 417QO/595, De J. Marx au Ministre de l’Éducation Nationale, le 17 juillet 
1939).”
38  JACAR：Ref. A10110017600、第 150 画像目、「紀元二千六百年祝典記録」第 11 冊（国立公文書館）。
39  AMAE 417QO/595, De K. Miyazaki à J. Marx, le 18 juillet 1939
40  フランス芸術事業協会 Association Français d’Action Artistique は、対外文化宣伝のため、1922 年に外務省と文部省の後援を






41  “Le Ministère de l’Education Nationale m’a fait part de votre lettre du 17 Juillet par laquelle vous transmettiez le vœu du 
〈紀元二千六百年奉祝楽曲発表演奏会〉におけるジャック・イベールの〈祝典序曲〉 ―――初演に至るまでのプロセス―――
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Prince TOKUGAWA（AMAE 417QO/595, Du Directeur de l’Association Française d’Action Artistique au Président du Conseil, 
le 13 novembre 1939）”
42  “J’ai l’honneur de vous faire connaître que nous venons de demander au Maître Jacques IBERT, Directeur de l’Académie de 
France à Rome, s’il consentirait à composer cette œuvre, l’ACTION ARTISTIQUE étant disposée à prendre à sa charge l’indem-
nité que M. IBERT jugerait convenable （AMAE 417QO/595, Du Directeur de l’Association Française d’Action Artistique au 
Président du Conseil, le 13 novembre 1939）．”
43  AMAE 417QO/595, Du President du Conseil, Ministre des Affaires Étrangères à l’Ambassadeur de France à Tokyo, le 15 no-
vembre 1939
44  JACAR：Ref. A10110017600、第 150―151 画像目、「紀元二千六百年祝典記録」第 11 冊（国立公文書館）。なお紀元
二千六百年奉祝会会長は、徳川家達が病気のため、1939 年 12 月 15 日に近衛文麿にかわった。
45  JACAR：Ref. A10110017600、第 151 画像目、「紀元二千六百年祝典記録」第 11 冊（国立公文書館）。
46  “Le nom du Maître Jacques IBERT est accepté avec reconnaissance（AMAE 417QO/595, De Jules Henry, Tokio le 4 janvier 
1940）”
47  11 月 15 日付の書簡は航空便 Par avion とタイプされ、No34 という手書きの文字が書かれている。そして 1 月 4 日の電報は、
34 番の航空郵便への返答 Réponse à la lettre avion des Oeuvres No 34 とされている。つまり、この電報は 11 月 15 日の書簡
に対する返答であった可能性がある。しかし、文章が合致していないことから、おそらくこの 11 月から 1 月までに何らかの
やり取りはなされていたと考えられる。
48 AMAE 417QO/595, Du Directeur de l’Association Française d’Action Artistique au Président du Conseil, le 16 février 1940
49  審議帳には “ 日本帝国の 2600 周年の祝賀　ジャック・イベール氏への楽譜の依頼 Célébration du 2600ème anniversaire de l’
Empire Japonais commande d’une Partition à M. Jacques Ibert” という名称と、“ 委員会は日本帝国の 2600 周年の機会に日仏
の友好を祝すことを目的とした楽譜をフランス人作曲家に依頼するために、5 千フランの予算の申し入れを決定した Le Conseil 
décide l’ouverture d’un crédit de 5000 francs pour commande à un compositeur français une partition destinée à commémorer l’
amitié franco-nippone à l’occasion du 2600eme anniversaire de l’Empire japonais.” という説明が記されている（554INVA/48）。
また 1940 年 1 月 1 日から 8 月 1 日までの支出表には、紀元二千六百年奉祝楽曲発表演奏会の名前と 6342.90 フランの金額
が記載されていた（554INVA/1）。
50  “je vous serais très reconnaissant si vous vouliez bien la faire remettre au Prince TOKUGAWA, de la part de l’ACTION AR-
TISTIQUE（AMAE 417QO/595, Du Directeur de l’Association Française d’Action Artistique au Président du Conseil, le 6 mai 
1940).”
51  “Le Ministère des Affaires Etrangères a l’honneur de faire parvenir, en annexe à cette note, à l’Ambassade du Japon la compo-
sition de M. Jacques IBERT que le Ministère de l’Education Nationale et l’Association française d’Action Artistique sont heureux 
d’offrir au Gouvernement japonais（AMAE 417QO/595, De J. Marx à l’Ambassade du Japon à Paris, le 7 mai 1940）．”
52  JACAR：Ref. A10110017600、第 153 画像目、「紀元二千六百年祝典記録」第 11 冊（国立公文書館）。
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